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ているし，仕事はこれまでにないほど進捗している」と述べている（Cliford, F., The Agricultural Lock-
out of 1874, 1875，179頁）。また当時の事情を観察していた人々は「機械製作者達は刈り取り機に倣っ
て穀草束ね機を完成させる望みを抱いており，そうなると農業主達は非常に頼りになる同志を得るこ
とになるだろう」と述べてもいる（同書，65頁）。労組側では意気阻喪や意見の不一致が見られるよ
うになり，加盟員数は減少した。それでも1875年末にはアーチはまだ，彼の組合員数を６万人と称し
得たが，その後暗黒の数年が訪れ，1879年５月には，多くても２万3000人の加盟員を挙げ得るのみと
なっていた。農業主達は賃金切り下げと解雇を開始し，その両方を継続的に敢行した。組合は殆ど消
滅してしまった（80年代末には農業労働組合は非常に弱体になっており，王立労働問題委員会が調査
した38地域［districts］のうち，わずか６地域で存在していたにすぎない）。
　アーチは選挙権闘争に身を転じ，選挙権が獲得された後は地方の政治民主化に専心した。1885年に
は彼は「皆さんの見られる通り，一方では農業労働者が解雇されて飢えにさらされ，他方では広大な
土地が労働不足のために遊休している」と論じていた。たしかに労働者は解雇されていたし，賃金も
1885⊖86年には，彼が1872年に労組立ち上げに奮闘していた頃の水準にまで下落していた。しかし，
土地の遊休は農業主や地主の誤った政策によるとは言えまい。小麦価格は１クォーターあたり32s.未
満に下落しており，パン価格はこれに応じて，1871⊖75年（労組活動の最も盛んな時期）の価格に対
比すると25％も下がっていたのである。当時なお，パンの価格が地方の生計を左右していた。チーズ
も安かったし，お茶，砂糖も同様だった。そういうわけで80年代末の労働者の生活はむしろ楽になっ
ていた。しかし，労組がそれに大いに貢献したとは言い難い。もっとも，労組はおそらく，希望を抱
かせ自尊心を高めることで，農村労働者の「飲んだくれる」生活を改善したし，友愛協会や耕作用小
規模貸付地などの他の諸要因と共に，農村のいびつで退屈な生活を改善することに貢献したことであ
ろう。
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